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〈編 集 後 記 〉

平成8年 度がスター トしました。大学内 にも新入生を含む多 くの学生の姿が見受 けられ、

教官の方々も気持ちを新たに新学期に望 まれていることと思い ます。さて、今回の不況は工

業技術分野で我 が国が世界を リー ドするまでに成長 し、他国では生産できない高付加価値の

製品を作 り出すだけの実力を持った ことのあ らわれ といえます。原因 となった円高 は一時的

には緩和された ものの、 日本の技術力が世界を リー ドするものである限 り、 自国通貨の価値

が上がることはあれ、下が ることはあ りません。先輩方、そ して我々が心血を注いで培って

きた工業技術力によって、逆 に自らが首 を絞められ る事態に直面す るといった矛盾 が現れま

す。 しか し、 よくよ く考 えてみれば、欧米か ら日本の科学技術ただ乗 り論が声高に言われて

いるように、:本当にオ リジナルな科学技術への貢献が、我が国の国力に比べて少ない点は、

すでに我々自身 が世界 に向けて投げかけた ことへの見返 りなのかも しれません。我が国が技

術立国 として真 にオ リジナルな科学技術 を創出 し、 これを世界に向けて発信 し、 これを もと

に世界のために貢献できた とき、望 まずとも豊かさと繁栄がもた らされるはずです。 この様

な現状 に鑑み、各企業 が基礎研究 を重視 した研究開発型への脱皮を模索す る中で、機を一 に

して大学においても改革が行われ、 さらに通産省 ・科学技術庁等の各省庁が、大学 を中心 と

した基礎科学分野の充実を掲げた新 しい政策を打ち出 しています。オ リジナリテ ィーに富 ん

だ基礎研究 と、そこから生まれ社会に貢献 し得 る応用研究を、学官産が一丸となって推 し進

めるための体制 が整いつつあ ります。21世 紀に向け、我が国が本物の科学技術立国とな り、

真に世界に貢献す るための基盤が、図 らず も今回の不況 をばねに出来上 がろうとしてい るの

です。研究 に対す るみなさんの、なお一層の ご精進、 ご努力が望まれているとい った ところ

で しょうか。

(遠藤勝義、押鐘 寧)
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表 紙説 明:量 子 トンネル現象がおこるポテンシャルV(7)(実 践)と 虚時間の経路積分で考えたとき
バ ウソス解がその中を運動する逆 ポテ ソシャルV(γ.)(破 線)。Aは 準安定点、BはAの

等エネルギー点。(本 文p.14参 照)


